
林
業
、
農
業
の
活
性
化
に

は
、
新
規
参
入
者
の
育
成
が

必
要
だ
。
専
門
の
職
員
を
配

置
し
、
体
制
を
整
備
せ
よ
。

特
に
林
業
は
、
町
の
９
割

を
占
め
る
森
林
の
活
用
が
大

き
な
課
題
で
、
林
産
協
の
設

立
や
森
の
工
場
な
ど
に
取
り

組
み
、
町
産
材
の
利
用
を
進

め
て
い
る
。

昨
年
度
は
起
業
者
２
件
、

土
木
業
者
１
件
、
県
外
業
者

１
件
の
参
入
が
あ
っ
た
。

カ
ッ
ト
野
菜
工
場
の
取
引

は
順
調
だ
が
、
町
内
産
品
は

少
な
く
課
題
で
あ
る
。

今
後
い
ろ
ん
な
課
題
に
対

応
す
る
に
は
、
県
の
指
導
や

生
産
者
、
あ
る
い
は
普
及
所
、

Ｊ
Ａ
、
森
林
組
合
と
も
連
携

を
一
層
密
に
し
な
が
ら
、
町

も
人
材
を
育
て
、
適
材
適
所

の
人
員
配
置
も
し
て
い
く
。

町
も
検
討
し
て
い
る
が
、

管
理
上
の
問
題
が
大
き
い
。

小
学
生
の
利
用
な
ど
課
題
も

あ
る
。

大
崎
バ
ス
停
留
所
に
公
衆

電
話
が
な
く
、
バ
ス
利
用

の
高
齢
者
や
障
害
者
、
中
で

も
特
に
歩
行
の
不
自
由
な
方

か
ら
、
設
置
要
望
を
聞
く
が
。

こ
の
施
設
は
22
年
５
月
に

完
成
。
公
衆
電
話
の
設
置
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
依
頼
し
た
が
、
新

規
設
置
は
困
難
で
あ
り
、
中

央
公
民
館
の
ピ
ン
ク
電
話
の

移
設
も
検
討
し
た
が
、
特
殊

簡
易
公
衆
電
話
で
、
無
人
の

施
設
に
は
設
置
で
き
な
い
と

の
答
え
で
あ
っ
た
。

大
崎
バ
ス
停
で
は
最
近
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の

盗
難
が
相
次
い
で
お
り
管
理

上
も
困
難
。
役
場
前
の
公
衆

電
話
移
設
に
つ
い
て
は
、
小

学
生
の
利
用
者
が
多
く
、
移

設
す
る
と
小
学
生
が
国
道
を

渡
る
危
険
が
生
じ
る
。

町
費
に
よ
る
設
置
の
考
え

は
。
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答 設置できない

大崎バス停に
公衆電話を

答

岡
崎
総
務
課
長

問

山
　
口

問

山
口
芳
正

答

大
石
町
長

問

山
　
口

答

町
　
長

利
用
者
と
の
調
整
が
つ
け

ば
、
移
設
が
一
番
適
当
と
考

え
て
い
る
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
管
理
の
問
題

も
考
え
て
い
く
。

林業、農業の活性化策は

適材適所の人員配置答

大崎バス亭



北
浦
橋
は
42
年
が
経
過

し
、
路
面
に
多
数
の
ク
ラ
ッ

ク
が
発
生
し
て
い
る
が
管
理

は
。現

在
町
内
の
橋
の
点
検
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
度
15
ｍ

以
上
の
橋
梁
に
つ
い
て
は
計

問

山
　
口

新
庁
舎
建
築
の
検
討
委
員

会
を
再
度
立
ち
上
げ
る
と
聞

く
が
、
新
庁
舎
は
木
造
建
築

で
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
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町
　
長

問

山
　
口

答
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北浦橋にクラックが

県に要望答

新庁舎は木造で

議論を重ねる答

北浦橋

太
陽
光
発
電
や
節
電
シ
ス
テ

ム
導
入
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
検
討
し
、
図
書
館
の

併
設
や
ほ
か
の
団
体
も
一
緒

に
入
る
な
ど
、
町
民
の
利
便

性
の
高
い
庁
舎
と
し
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
特
産
品
の
販

売
、
宣
伝
機
能
も
併
せ
持
つ

構
造
を
検
討
し
て
は
。

現
在
大
崎
地
区
で
候
補
地

２
カ
所
の
調
査
を
し
て
い
る
。

基
本
設
計
段
階
に
お
い
て
、

住
民
の
意
見
な
ど
も
反
映
し

な
が
ら
、
建
設
規
模
や
建
設

の
計
画
に
取
り
組
む
が
、
引

き
続
き
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
、
十
分
論
議
を
重
ね
将

来
に
つ
な
げ
る
よ
り
よ
い
庁

舎
建
築
を
目
指
す
。

木
造
建
築
や
他
機
関
、
団

体
の
入
居
な
ど
の
様
々
な
問

題
に
つ
い
て
も
、
幅
広
い
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
将
来
良

か
っ
た
と
思
え
る
拠
点
庁
舎

に
し
て
い
き
た
い
。
段
階
的

に
議
会
と
も
協
議
を
重
ね
な

が
ら
、
検
討
委
員
会
の
中
で

も
順
次
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

画
を
立
て
て
、
国
の
事
業
採

択
の
取
り
組
み
を
計
画
し
て

い
る
。

国
道
494
号
大
西
工
区
の
完

了
が
見
え
て
き
た
の
で
、
入

口
か
ら
大
西
工
区
間
の
早
期

整
備
を
お
願
い
し
て
い
る
。

入
口
ル
ー
ト
の
検
討
に

は
、
当
然
こ
の
北
浦
橋
も
含

め
て
考
え
、
県
に
も
強
く
要

請
し
て
い
く
。



そ
の
理
由
の
な
か
で
、
福

島
を
襲
っ
た
地
震
、
津
波
防

止
対
策
は
十
分
と
説
明
し
て

い
る
が
、
福
島
原
発
の
作
業

拠
点
と
な
っ
た
、
免
震
事
務

棟
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る

ベ
ン
ト
も
な
い
。

非
常
用
電
源
も
な
く
、
防

潮
堤
が
完
成
す
る
の
は
２
０

１
５
年
度
の
予
定
で
、
安
全

面
に
不
安
を
抱
え
て
の
再
稼

働
だ
。

脱
原
発
の
私
の
考
え
は
変

わ
ら
な
い
。

国
は
、
中
、
長
期
的
ビ
ジ

ョ
ン
を
国
民
に
し
っ
か
り
示

し
て
、
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
。

日
本
の
技
術
力
の
優
秀
性

を
発
揮
し
て
い
け
ば
、
節
電

効
果
も
上
が
っ
て
く
る
と
思

う
。
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答 脱原発

原発の考えは

６
月
３
日
の
「
高
知
新
聞
」

の
原
発
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

県
下
34
市
町
村
の
う
ち
、
31

の
首
長
が
、
脱
原
発
を
唱
え

る
な
か
、
仁
淀
川
町
は
、
そ

の
他
の
３
町
村
に
入
っ
て
い

る
が
町
長
の
考
え
は
。

節
電
な
ど
で
、
必
要
電
力

量
が
確
保
で
き
れ
ば
、
廃
止

す
べ
き
と
考
え
る
。

し
か
し
、
節
電
オ
ー
ダ
ー

は
製
造
業
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
代
替
電
力
や
節
電
で
賄

い
き
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

必
要
最
小
限
、
安
全
性
の
確

認
さ
れ
た
、
一
時
的
な
再
稼

働
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
に
、
国
内
50
基
の
原
発

が
す
べ
て
停
止
し
て
い
る
が
、

６
月
８
日
、
野
田
総
理
は
大

飯
原
発
の
再
稼
働
を
表
明
し

た
。

問

西
森
常
晴

答

町
　
長

問

西
　
森

答

町
　
長
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